
　長崎県軟式野球連盟創立35周年記念の第30回大会は11月１日

の開会式で開幕。前年度優勝の長崎日野自動車を先頭に16チー

ムの選手団が入場行進。投手板を中心に整列を終えた後に、前

年優勝旗や､準優勝の親和銀行から楯の返還があり、篠原修三･

長崎新聞社常務が主催者を代表して「壱岐や対馬、上五島から

の出場、新しい顔ぶれ３チームなど熱気あふれる大会となるこ

とを期待する」とあいさつ。長崎日野の中村郁郎主将が選手宣

誓。第一日目は３会場で８試合を行った。
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　東芝も５安打を放ち食い下がったが井手の丹念な投球に要所を締めら
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　島原は毎回のように走者を出しながらも決定打が出ずに惜敗。

失 残【二回戦】＝第３試合＝　

23 5

3 0
【親　和】 打 安

は四球を足場に桝田が中越え二塁打しダメ押しの２点目を挙げ
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二三塁の絶好機に代打・古川の適時打などで逆転した。
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【評】１点差を追う親銀は四回に二つの四死球とパスボールで一死

　先手を取ったのはマックス。初回に先頭の中庭が三遊間安打し二盗
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と投ゴロで三進。続く八坂の高いバウンドの三塁ゴロで生還して先制 2 0 0
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したが、三回以降は高藤の前につけ込むスキを見出せず、コーナーワ
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　大会最終日の11月３日は祝日で朝から秋晴れのもと には熱心な野球ファンが詰めかけた。

準決勝戦２試合と決勝戦の３試合が行われ、スタンド

打 安 点 【準決勝】＝第１試合＝　 振球犠盗失残併 打 安 点

⑥ 3 0 0 0 1 0 0 1 1 0 【二】安田茂 ④ 3 0 0

⑦ 3 2 0 7 1 0 0 0 2 2 　　　鶴嶋 ⑥ 3 1 0

② 3 0 0 【評】長崎日野が五回に挙げたトラの子の１点を西山が散発３安打に ⑤ 3 1 0

③ 3 0 0 抑える好投で守り切った。五回の日野は二死後に７番筒井が四球。鶴 ⑦ 2 0 0

⑨ 3 0 0 嶋が中堅手頭上を越える二塁打を放ち筒井が一気に本塁まで達し先制 H 1 0 0

① 3 1 0 のベースを踏んだ。日野は三回と四回にも先頭が安打で出たが併殺な ⑧ 2 0 0

④ 2 1 0 どの拙攻で得点できなかった。 ③ 2 0 0

⑤ 2 1 1 　一方の上五島は四回に桝田が右前打し二塁を欲張って返球に倒れ、 ② 2 0 0

⑧ 2 0 0 五回には四球の鉄川が投手牽制球に刺されるなど無死の走者をまずい ① 2 1 0

　 24 5 1 攻めで生かすことができず自滅した。原が好投しただけに惜しまれる。 ⑨ 2 0 0

22 3 0

打 安 点 【準決勝】＝第２試合＝　 振球犠盗失残併 打 安 点

④ 4 3 0 1 2 0 0 0 7 0 【二】久住呂２ ⑨ 2 0 0

② 4 0 0 1 1 0 0 3 4 0 9 1 0 0

⑦ 3 0 0 【評】１点を争う好ゲームを展開したが、親銀は六回に安打と敵失な ⑦ 2 1 0

⑤ 3 1 0 どで１点を挙げ、内田油圧の反撃をかわした。 ② 3 0 0

③ 2 0 0 　六回の親銀は三番から始まる好打順。竹山は三ゴロで一死となった ③ 3 1 0

R 0 0 0 が小森が中前打。坂井の投ゴロが野選となって一死一二塁。宮添の一 ⑧ 3 0 0

3 1 0 0 塁ゴロで二死となったが、ここで一塁手が二塁へ悪送球。この間に小 ① 3 0 0

⑧ 3 1 0 森が三塁をまわって生還した。親銀は一回無死二塁、二回にも二死満 ④ 0 0 0

⑨ 2 0 0 塁の先制機があったが適時打が出ずに無得点で最後まで苦戦した。 6 2 0 0

① 2 0 0 　これに対し内田油圧クラブは四回の二死一二塁を除くとチャンスら H 1 0 0

⑥ 3 0 0 しいチャンスもないままに、昨年準優勝の親和銀行に惜敗した。 ⑤ 2 1 0

27 5 0 2 0 0
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⑥4

以降は内田の二番手、井手の左腕に抑え込まれた。

５回裏の内田油圧クラブは一死二三塁から

相手投手の二塁牽制悪送球で、三塁走者に

続き二塁走者の原田も生還し逆転

中 村 ク ラ ブ

【二回戦】＝第４試合＝　

　中村クラブは初回に安打の今道がパスボールや相

手のエラーで生還し幸先の良い１点を挙げたが中盤

が裏目に出る結果となった。
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ら労せずして３点を奪い初出場ながら準決勝進出を

果たした｡五回の内田油圧は制球に苦しむ疋田､黒岩

両投手から連続四球で無死一二塁。ここで中村クは
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三番手の清水を送り必死の防戦。しかし二つの四死

球とボークや牽制悪送球などで３点を献上。継投策
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(昭和55年11月４日付けの長崎新聞より抜粋)
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打安点

④ 4 0 0

⑧ 4 0 0

⑦ 4 0 0

振球犠盗失残併 ⑤ 3 0 0

4 1 0 0 1 2 1 【三】井手 ③ 2 0 0

3 0 0 2 1 7 0 H3 1 0 0

⑨ 3 0 0

② 2 0 0

【評】前回と同じ対戦となったが、長崎日野が H 1 1 0

親銀の２投手に11本の長短打を浴びせて３点を ① 1 0 0

奪い、守っては中村郁が九回１点を取られ完封 H 1 0 0

を逃しはしたものの八回まで親和打線を無安打 1 1 0 0

無四球に抑える好投で２連勝の原動力となった｡ ⑥ 1 0 0

　日野は五回、井手が中前打。岩下の投ゴロで H 1 0 0

二封後に岩下二盗に成功。武次は二飛で二死と R 0 0 0

なり櫨本が三塁前内野安打。中村が右前適時打 29 1 0

しまず１点｡西山も左前へ弾き返して櫨本生還。 打安点

六回には一死から筒井が中前に。井手が右中間 ⑥ 4 1 0

三塁打してダメを押した(写真右)。 ⑨ 4 2 0

　一方、中村郁の好投に八回までパーフェクト ① 4 1 1

に抑えられていた親銀は最終回に代打攻勢で反 ⑦ 4 1 1

撃に出、代打の辻が中前にきれいに打ち返して ６回裏の長崎日野は一死一塁で井手の ⑤ 4 1 0

初安打。一死後に代打香田の４球目は暴投で辻 右中間三塁打で筒井が踊りあがって生 ② 4 1 0

が三進。香田四球後に久住呂の投ゴロが投手の 還、ダメ押しの３点目を挙げる。 ④ 4 1 0

失策を誘って１点を返したが反撃もここまで。 ③ 3 3 1

R3 0 0 0

⑧ 3 0 0

34 11 3

Ｖ２を果たした長崎

日野の中村郁郎主将

が長崎新聞社の藤原

常務から優勝旗を受

ける。

　 パーフェクトは知っ

ていた。最終回一人取ればいけるのではと思ったが低めに投げた

カーブが高めに行き打たれた。一二回戦と苦労したが、きょうは

全員が今大会で一番気合が入っていたし、いい試合ができた。

十和田信用金庫(青森) 住友金属鹿島(茨城)
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高松宮賜杯第24回全日本大会(滋賀県)【16チーム×２】に県勢は不出場

3

黒 石

長崎日野自動車

武 次

中村郁

小 森

第30回(S.55年)⑤

優秀選手となった中村郁郎投手の話昨年に続いてＶ２を果たした長崎日野自動車の選手たち
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天皇賜杯第35回全日本軟式野球大会 第35回栃木国体軟式野球競技

西 山

辻

宮 本

【日　野】

【親　和】
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古 川

岩 下

櫨 本

木 村

鶴 嶋

筒 井

井 手

岡 田

第２回西日本軟式野球大会〈２部〉

5/25～･徳島県　25チーム参加 6/8～･福岡市　25チーム参加

長崎日野自動車 2-3【一】【一】

【二】

三 菱 重 工 長 崎 4-1

第２回西日本軟式野球大会〈１部〉

【一】 大 村 市 役 所 1-6 【二】

【準】 〃 1-3

島 原 市 役 所 8-7

【準々】 〃 4-1

S55.8.19～・秋田県秋田市ほか　52チーム参加 10/13～・鹿沼市、宇都宮市ほか　28チーム参加


